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（百万円未満切捨て）

1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 160,760 11.7 13,551 49.4 13,965 47.4 9,256 46.5
2021年3月期第3四半期 143,918 ― 9,071 △26.9 9,473 △26.3 6,316 △27.5

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　8,950百万円 （△0.8％） 2021年3月期第3四半期　　9,026百万円 （△5.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 126.56 ―
2021年3月期第3四半期 86.37 ―

2022年３月期第１四半期の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用しており、2021年３月期第３四半期の連
結経営成績を遡及修正しております。ただし、経過的な取扱いに従って、2021年３月期第３四半期の売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりません。詳
細は添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注意事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 274,425 181,554 66.2 2,482.36
2021年3月期 258,652 175,310 67.8 2,396.98
（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 181,554百万円 2021年3月期 175,310百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 17.00 ― 17.00 34.00
2022年3月期 ― 20.00 ―
2022年3月期（予想） 32.00 52.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2022年３月期期末配当金の内訳　普通配当 26円00銭　記念配当 6円00銭（創立110周年記念配当）

詳細につきましては、本日公表の「期末配当予想の修正（増配及び記念配当）に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 202,300 5.8 14,000 27.7 14,400 26.4 9,400 23.9 128.52

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 73,937,194 株 2021年3月期 73,937,194 株
② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 799,397 株 2021年3月期 799,397 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 73,137,797 株 2021年3月期3Q 73,138,162 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナワクチンの接種の進展や10月の緊急事態宣言解除

に伴う経済活動の再開により持ち直しの動きが見られるものの、足元では新たな変異株による感染が急拡大するな

どコロナ禍の収束時期は未だ見通せず、先行きは依然として不透明な状況にあります。

　住宅市場におきましては、資材の供給不安や価格高騰の影響はあるものの、新しい生活様式の浸透に伴うリフォ

ームニーズの拡大などにより、リフォーム需要は前年を上回る水準で推移しており、また住宅着工につきましては

昨年の落ち込みから回復基調となっております。

　このような事業環境の下、当社グループは、アルコール除菌でも劣化しないといった優れた特徴を持つ「高品位

ホーロー」の訴求に努めるとともに、ホームページをリニューアルし、お客様がリフォーム後の生活空間をイメー

ジしやすく、また当社の提携リフォーム店にお気軽にご相談いただけるようにするなど、リフォーム需要の掘り起

こしに注力してまいりました。

　商品面での取組みとしましては、フラッグシップモデルのホーローシステムキッチン「レミュー」に、焼き物調

や金属錆調などを、インクジェット印刷にてリアルに表現したマット仕上げの扉柄をラインナップに追加するな

ど、商品力の強化を進めてまいりました。

　また、ショールーム展開につきましては、「名古屋駅前ショールーム」の開設や「山形ショールーム」を新築移

転するなど、リフォーム需要の獲得に向け一層の充実を図ってまいりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高1,607億６千万円（前年同四半期比11.7％

増）、営業利益135億５千１百万円（同49.4％増）、経常利益139億６千５百万円（同47.4％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益92億５千６百万円（同46.5％増）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①住宅設備関連事業

　当セグメントの売上高は1,605億４千１百万円（前年同四半期比11.7％増）、営業利益は133億６千７百万円（同

50.3％増）となりました。

　製品部門別の売上高は、キッチン967億円（前年同四半期比11.8％増）、浴室373億６百万円（同17.4％増）、洗

面化粧台179億９千２百万円（同6.6％増）となりました。

　リフォーム市場ではコロナ禍における新しい生活様式の浸透に伴って商品の拡販が進んだことに加え、新築市場

においても売上が順調に拡大したことから、全ての製品部門において売上高は前年同四半期を大きく上回りまし

た。

②その他の事業（倉庫事業及び不動産賃貸事業等）

　売上高は３億３千２百万円（前年同四半期比1.4％増）、営業利益は１億８千４百万円（同2.6％増）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ157億７千３百万円増加し、2,744億２千５百

万円となりました。主な増加は、電子記録債権112億１千４百万円、現金及び預金43億１千３百万円、棚卸資産14

億６千８百万円であり、主な減少は、有形固定資産11億円であります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、主に流動負債の増加により、前連結会計年度末と比べ95億２千８百万円

増加し、928億７千１百万円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ62億４千４百万円増加し、1,815億５千４百

万円となりました。主な増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益92億５千６百万円であり、主な減少は、剰余

金の配当による27億６百万円であります。

　この結果、自己資本比率は66.2％（前連結会計年度末は67.8％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年９月28日に公表いたしました数値から変更はありません。

　なお、配当予想につきましては、当第３四半期連結累計期間における業績の進捗等を勘案し、2021年５月14日に

公表いたしました2022年３月期期末配当予想の修正をしております。

　詳細につきましては、本日公表の「期末配当予想の修正（増配及び記念配当）に関するお知らせ」をご覧くださ

い。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,719 79,033

受取手形及び売掛金 39,405 39,753

電子記録債権 19,308 30,523

商品及び製品 8,744 9,441

仕掛品 2,730 2,977

原材料及び貯蔵品 3,632 4,156

その他 261 1,241

貸倒引当金 △16 △20

流動資産合計 148,785 167,105

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,184 25,475

土地 39,558 38,516

その他（純額） 17,498 18,147

有形固定資産合計 83,240 82,140

無形固定資産 1,937 1,767

投資その他の資産

投資有価証券 16,816 15,878

その他 7,891 7,552

貸倒引当金 △19 △17

投資その他の資産合計 24,688 23,413

固定資産合計 109,867 107,320

資産合計 258,652 274,425

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,116 18,905

電子記録債務 20,620 27,516

短期借入金 9,700 9,700

未払法人税等 1,542 2,339

その他 13,979 14,189

流動負債合計 62,958 72,651

固定負債

退職給付に係る負債 18,524 18,443

その他 1,859 1,776

固定負債合計 20,384 20,220

負債合計 83,342 92,871

純資産の部

株主資本

資本金 26,356 26,356

資本剰余金 30,736 30,736

利益剰余金 114,296 120,977

自己株式 △934 △934

株主資本合計 170,455 177,136

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,173 6,516

繰延ヘッジ損益 △3 －

土地再評価差額金 613 482

退職給付に係る調整累計額 △2,928 △2,581

その他の包括利益累計額合計 4,854 4,418

純資産合計 175,310 181,554

負債純資産合計 258,652 274,425
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 143,918 160,760

売上原価 91,624 102,067

売上総利益 52,294 58,693

販売費及び一般管理費 43,223 45,141

営業利益 9,071 13,551

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 399 423

その他 68 81

営業外収益合計 470 507

営業外費用

支払利息 47 45

製品安全対策費用 － 34

その他 19 13

営業外費用合計 67 93

経常利益 9,473 13,965

特別利益

固定資産売却益 23 132

投資有価証券売却益 － 11

特別利益合計 23 143

特別損失

固定資産除却損 208 242

固定資産売却損 32 355

投資有価証券評価損 － 3

減損損失 88 107

特別損失合計 330 708

税金等調整前四半期純利益 9,167 13,401

法人税等 2,850 4,144

四半期純利益 6,316 9,256

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,316 9,256

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 6,316 9,256

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,385 △657

繰延ヘッジ損益 2 3

退職給付に係る調整額 321 347

その他の包括利益合計 2,709 △306

四半期包括利益 9,026 8,950

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,026 8,950

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これにより、その他有価証券のうち市場価格のある株式については、従来、期末決算日前１ヵ月の市場価格の平

均に基づく時価法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、期末決算日の市場価格に基づく時価法

に変更しております。この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表におい

て、投資有価証券が44百万円、繰延税金負債が13百万円、その他有価証券評価差額金が30百万円それぞれ減少して

おります。

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来は販売費及び一般管理費に計上していた販売手数料は売上高より控除しております。

　当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。ただし、収益認識会計基準第85項に定める以下の方法を適用

しております。

(1）前連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約につい

て、比較情報を遡及的に修正しないこと

(2）当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に含ま

れる変動対価の額について、変動対価の額に関する不確実性が解消された時の金額を用いて比較情報を遡及

的に修正すること

(3）前連結会計年度内に開始して終了した契約について、前連結会計年度の四半期連結財務諸表を遡及的に修正

しないこと

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は740百万円減少し、販売費及び一般

管理費は740百万円減少しましたが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に変更はありません。

（追加情報）

　当第３四半期連結累計期間における新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り及び当該見積り

に用いた仮定の記載については、「2021年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の（追加情報）に記載した内容か

ら重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計 調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）2住宅設備関連

売上高

商品及び製品 126,570 － 126,570 － －

工事 17,125 － 17,125 － －

その他の売上高 － 25 25 － －

顧客との契約から

生じる収益
143,695 25 143,721 － －

その他の収益 － 197 197 － －

外部顧客への売上高 143,695 223 143,918 － 143,918

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 104 104 △104 －

計 143,695 327 144,023 △104 143,918

セグメント利益 8,891 179 9,071 － 9,071

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計 調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）2住宅設備関連

売上高

商品及び製品 141,279 － 141,279 － －

工事 19,261 － 19,261 － －

その他の売上高 － 23 23 － －

顧客との契約から

生じる収益
160,541 23 160,564 － －

その他の収益 － 195 195 － －

外部顧客への売上高 160,541 218 160,760 － 160,760

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 113 113 △113 －

計 160,541 332 160,873 △113 160,760

セグメント利益 13,367 184 13,551 － 13,551

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫事業及び不動産賃貸

事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫事業及び不動産賃貸

事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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